


こ

っヽ
た
い

じ
ん

ぐ
う

べ

つ
ぐ
う

皇
大
神
宮
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宮

た
き

博
う
の
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瀧
原
宮
　
瀧
原
並
宮

一
、
御

祭

神

瀧
原
宮
、
瀧
原
並
宮
は
、
と
も
に
皇
大
神
宮
（内
宮
）
の
別

部
で
、
昔
か
ら
「光
概
の
も
部
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
祭

神
は
い
ず
れ
も
、
薄
町
螢
里
光
徘
彬
徘
班
で
、
両
宮
と
も
同
じ

所
に
御
殿
を
な
ら
べ
て
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

二

、

御

鎮

座

地

　

一豊

県
度
〈否
郡
大
紀
町
滝
原

御
鎮
座

の
地
は
、
宮
川
を
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
約
四
十
キ

ロ
、

そ
の
支
流
大
内
山
川
が
深

い
漢
谷
を
な
し

て
流
れ
る
山
間
に
あ

り
ま
す
。
「
瀧
原
」
と

い
う
名

は
、
大
小
た
く
さ
ん

の
滝
が
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
出
た
名

で
す
。

そ
こ
で
命
は
そ
の
と
こ
ろ
に
真
奈
胡
神
を
ま

つ
る
件
沸
種
を
お

定
め
に
な

っ
た
の
が
、
今
の
皇
大
神
宮
摂
社
、
多
岐
原
神
社
で

す
。
瀧
原
宮
の
下
流
約
六
キ

ロ
、
大
紀
町
三
瀬
川
の
宮
川
に
臨

む
断
崖
の
上
に
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
ま
で
こ
こ
に
熊
野

街
道
の

「
三
瀬
の
渡
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。

倭
姫
命
は
さ
ら
に
真
奈
胡
神
の
案
内
で
お
進
み
に
な
る
と
、

「
大
河
の
瀧
原
の
国
」
と
い
う
美
わ
し
い
土
地
が
あ

っ
た
の
で
、

こ
の
地
に
草
木
を
刈
り
払

っ
て
新
宮
を
建
て
ら
れ
た
の
が
、
瀧

原
宮
の
起
源
で
す
。
そ
の
の
ち
皇
大
御
神
の
御
神
意
に
よ

っ
て
、

再
び
伊
勢
の
方

へ
向
わ
れ
た
の
で
、
瀧
原
に
御
滞
留
の
期
間
は

さ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
御
由
緒
に
よ

っ
て
御
遷
幸
後
も
か
わ
る
こ
と
な
く
、
皇
大
御
神
を
奉
斎
し
て

今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
両
宮
と
も
皇
大
御
神
の
御
魂
を
奉
斎
し
て
い
る
の
は
、

皇
大
神
宮
に
皇
大
御
神
を
奉
祀
し
、
同
別
宮
荒
祭
宮
に
皇
大
御

神
の
荒
御
魂
を
奉
斎
す
る
姿
の
古

い
形
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
む
か
し
、
西
国
二
十
三
所
の
巡
札
を
志
し
た
人
々
が
、

ま
ず
伊
勢
の
大
神
宮
に
お
詣
り
し
て
か
ら
、
熊
野
の
第

一
番
札

所
を
目
ざ
し
て
歩
み
を
運
ん
だ
熊
野
街
道
は
、
現
在
、
国
道
四

十
二
号
線
と
な
り
、
当
宮
の
前
を
通

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら

荷
坂
峠
を
越
し
て
黒
潮
洗
う
紀
伊
の
海
岸
に
出
て
、
南
紀

へ
の

旅
を
快
適
に
し
て
い
ま
す
。

当
官
は
、
紀
勢
本
線
の
滝
原
駅
で
下
車
し
、
お
よ
そ

一
・
五

キ

ロ
。
ま
た
松
阪
駅
か
ら
出
発
す
る
南
紀
特
急
バ
ス
が
約

一
時

間
で

一
の
鳥
居
前
を
結
び
ま
す
。
自
家
用
車
の
場
合
大
駐
車
場

も
あ
り
ま
す
。

三
、
御
鎮
座
の
由
来

第
十

一
代
罫
牲
天
皇
の
皇
女
優
肥
能
が
、
御
梶
儀
（御
使
い
）

と
し
て
天
照
坐
皇
大
御
神
を
奉
戴
し
て
、
宮
川
下
流
の
磯
宮
を

お
発
ち
に
な
り
、
上
流
の
方
に
御
鎮
座
の
地
を
求
め
て
お
進
み

に
な
る
と
、
砂
を
も
流
す
急
流
の
瀬
が
あ
り
困
っ
て
お
ら
れ
た

の
で
、
真
奈
胡
神
が
お
出
迎
え
を
し
て
お
渡
し
申
し
上
げ
た
。

四
、
恒
例
の
お
祭

両
別
宮
は
、白
三
大
神
宮
に
準
じ
て
祭
典
が
行
わ
れ
、祈
年
、月
次
、

神
嘗
、新
嘗
の
諸
祭
に
は
皇
室
か
ら
幣
畠
が
た
て
ま
？
ら
れ
ま
す
。
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十
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焉

　

躍

　

篤

な
お
、
崇
敬
者
の
申
し
出
に
よ
る
祭
典
と
し
て
、
七
月
二
十

二
日
に
夏
の
御
祭
、
十
月
に
日
を
選
ん
で
秋
の
御
祭
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
両
度
の
御
祭
は
、
近
郷

一
帯
か
ら
の
参
拝
者
で
賑

わ
い
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
殊
に
夏
の
御
祭
は
月
次
祭
が
明
治

以
後
新
暦
の
六
月
二
十
二
、
三
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
も
、
農
事
の
関
係
で
旧
来
ど
お
り
七
月
二
十
二
日
に
参
拝

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
瀧
原
宮
の
大
麻
を

受
け
て
植
田
に
挿
し
て
豊
作
の
お
守
り
と
す
る
信
仰
が
あ
り
ま

し
た
。五

、
域
内
の
案
内

瀧
原
宮
の
宮
域
四
十
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
そ
の
地
勢
が
皇
大

神
宮
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
て
、
あ
た
か
も
皇
大
神
宮

の
宮
域
の
雛
型
の
よ
う
で
す
。
後
に
山
を
ひ
か
え
て
南
面
し
、

す
ぐ
前
に
は
東
か
ら
西
に
向

っ
て
流
れ
る
枝
川
が
あ
り
、
そ
れ

が
南
か
ら
北

へ
流
れ
る
大
川
に
落
ち
合
う
Ｔ
字
型
の
地
形
で
す
。

宮
域
内
の
鬱
蒼
と
茂
る
杉
の
大
森
林
は
、
他
に
比
類
少
な
く
、

こ
れ
こ
そ
自
然
林
の
典
型
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

御
本
殿
　
両
別
宮
と
も
構
造
は
皇
大
神
宮
に
準
じ
、
神
明
造
で

あ

っ
て
、
御
屋
根
の
樫
木
は
偶
数
で
六
本
、
東
西
両
端
に
は

内
削
ぎ

（水
平
切
）
の
千
木
が
高
く
雀
え
、
周
囲
に
は
瑞
垣
、

玉
垣
の
二
重
の
御
垣
が
あ
り
、
御
垣
に
は
そ
れ
ぞ
れ
瑞
垣
御

門
、
玉
垣
御
間
が
あ
り
ま
す
。

所
管
社
　
東
の

一
段
高

い
地
に
は
、
当
宮
の
所
管
社
、
若
宮
神

社

（南
面
）
と
長
由
介
神
社

（
西
面
）
が
あ
り
、
長
由
介
神

社
に
は
、
川
島
神
社
が
御
同
座
鎮
祭
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三

社
と
も
創
立
年
代
は
極
め
て
古

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
殿
地
　
東
方
の
空
地
は
、
古
殿
地
と
い
っ
て
、
二
十
年
毎
に

東
西
交
互
に
敷
地
を
替
え
て
、
新
し

い
御
殿
を
造
営
す
る
式

年
遷
宮
の
た
め
の
御
敷
地
で
す
。
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な
お
、
御
本
殿
東
側
の
建
物
は
御み
朧
住
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

宿
衛
屋
　
神
職
が
常
時
勤
務
し
て
い
て
、
御
祈
祷

（御
神
楽

・

作
飾
）
の
取
り
次
ぎ
、
寿
府

・
寵
蔵
の
授
与
、
御
朱
印
の
押

捺
等
を
お
取
り
扱

い
し
て
お
り
ま
す
。

御
手
洗
場
　
宿
衛
屋
の
南
に
は
、
清
ら
か
な
自
然
の
谷
水
の
流

れ
る
御
手
洗
場
が
あ
り
ま
す
。
苔
む
し
た
岩
間
を
走
る
清
水

に
手
を
洗

い
口
を
漱
ぎ
、
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
る
と
、
お

の
ず
と
心
が
鎮
ま
り
す
が
す
が
し
く
な
り
ま
す
。
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